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トを製作している 。 activities の目的を、主としてレク
リエーション・趣味の一環・精神的安定化を図るものと
するが、入所者の余暇や日常生活の目的意識を高めるこ























































































































































































































































































































































































































































































































































































































が ない。 …各自のペース を尊重し、ノルマ等制約が少
ない。
・セ ッティングに時間が掛かることが問題・障害となっ
たことが：ある 。 …作業指導員にかかる負担が多く、 j評
決していない。

















































































であると思われる 3 その場合、太番手の糸っくり を得意
とする紡毛機の使用が許されるならば、より作業効率の
上昇が期待でき ょう 。
織物活動の将来についての考察
C施設における織物活動の特徴は、織る作業およびそ
の準備作業だけでなく、羊毛を原毛の段階から素材とし
て取り扱い、手紡ぎや草木染を行なっていることにある 。
素材・行程の選択肢に多様性をもっ染織活動自体の特色
を良く生かした取り組み方針であるといえる 。 そして、
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.. 
行程の数やその実施における難易度の多様性が豊富にな
るほど、作業としてのいろいろな適応が可能になる。 こ
の点に於いて C施設の行っている染織活動は、織物作業
だけではないためさらに適応の対象者が広がってきてい
る 。
しかしこの多様性の為に、ややもすると実施者への効
果に対する配慮が、おざなりになってしまう傾向に陥る
場合もあり、各作業の遂行を目的とするよりも安定化
（作業としての完成度・実施者への効果）を考慮してゆ
く必要がある 。 その場合、各行程の簡素化を言十りながら
作業としての安定化を獲得しつつも、選択素材の持つ特
長を全面に押し出すことによってより効果的な織物活動
を展開できるのではないかと考える 。 また、作業が多種
目・多行程にわたるため、作業指導員の持つ専門知識で、
それらを網羅することが困難となってきており、テキス
タイルデザイン専門領域よりのアプローチが、各工程に
おける展開の豊富さや的確な指導方法にとって有効であ
ると考察される 。
作業療法に於いては、療法を行う必然性と作業自体に
対する動機付けが軸となってくる。C施設の場合、織物
活動を作業療法として位置づけてはいないが、その掲げ
る目的が、忍耐力を養う等の入所者の精神的ニーズを充
足させるものであり、施設として療法を行う必然性を認
識し実行しているように考察された。 C施設における現
在の織物活動は、試験的な試みという範時内であるが、
ごれ以後の施設内での作業としての定着を求める場合、
活動実施者に対する療法としての効果や作業としての授
産効果の増大を明示してゆくことが、織物活動に対する
施設側の動機付けに繋がると考えられる。一方、入所者
側にとっては、彼らの持つ障害（精神障害）を考慮する
と、療法を行う必然性を彼らに求めるというよりは、作
業自体に対する入所者の動機付けを強化してゆくこと
で、織物活動の療法としての活性化に効果があると考え
る 。 これは、完成品を自己確認できるような品目の開発
やその対象市場開発等を通して可能になるのではないか
と考察され、授産効果の上昇とも深い関連性を持ってく
るように予測される 。
調査結果の要約
織物活動を実施している各施設では、織物活動の特性
を理解 ・ 是認した上で、障害要因を克服するというより
も長所を生かす方向で活動を行っていることが判明し
た。 また、織物活動を、健常者が一般に考えるような個
人的活動して捉えるのではなく、むしろ共同・分担の可
能な集団的活動と位置づけることによって、織物活動実
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施を可能なものにしていることは、今後の展開の指針と
なるであろう 。 高齢者関連施設に於いては、織物活動
に対する興味づけ・興味の持続のための活動展開方法
が、身体障害者関連施設に於いては、染織専門知識を学
ぶごとによる織物製作品のレベルの向上が、精神障害者
関連施設に於いては、行程作業の安定化と授産の増大が、
今後取り組んでいかなければならない課題として上げら
れよう 。
同時に、現場では、織物活動および作業療法に関する
指導者・専門家がいないため、これからの展開方針 ・ 方
法が不明瞭なものとなっている 。 上記の課題を解決する
為だけにとどまらず、作業療法としての織物活動をさら
に発展させていくためにも、各専門家の持つ知識・経験
の福祉施設への導入が必要とされている。
おわりに
各事例は、各々の属するカテゴリー（障害別・施設種
別）の特色が予想以上に色濃く反映し、作業療法におけ
る織物活動に対する視点・求める効果 ・ 各施設での位置
づけ等に於いて、各々特異ォ性を持っていることが判明し
た。 つまり、このような織物活動と障害別・施設種別の
強い関連背を基礎要素として、これ以後の調査研究を進
めていく必要があることを示したものである。
また、事例調査研究によって、各施設では、織物活動
が作業療法の一活動として殆ど認識されていないことに
直面した。 これは、各施設に於いて、作業療法の目的及
びその認識が、機能回復としてのみ捉えられているとと
を示唆するものであり、さらには、織物活動がその機能
回復に於いて効果的であるという認識に薄いことを示し
ている 。 よって、実際の織物活動状況も、余暇・人生の
生き甲斐・生活の目的意識を高める等の精神的ニーズを
中心に展開されており、身体的ニーズの充足（身体機能
の回復）に関する考慮、は高いとは言えない。 このごとは、
これからの作業療法の目的・効果が、精神的ニーズをよ
り充足させるものへと要求されるであろう傾向を示して
いると同時に、その展開に於いて、身体的ニーズからの
織物活動への支援、特に作業療法士の持つ機能回復に関
する知識・ノウハウの共有により、作業療法としての織
物活動がより有意義なものになると考察された。
